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平成２６年度の 決　算 をお知らせします
　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、歳
入
決
算
額
が
２
６
３
億
４
、３
３
５
万
円
、歳
出
決
算
額
が
２
４
９
億
２
、７
７
１
万
円
で

あ
り
、翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
８
、３
７
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、13
億
３
、１
９
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
、単

年
度
収
支
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
８
年
連
続
で
、実
質
収
支
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
５
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、『
教
育
施
設
耐
震
補
強
事
業
』や『
都
市
再
生
整
備
事
業
』、『
観
光
事
業
』な
ど
の
継
続
事
業
に
加
え
て
、『
雨
水

貯
留
施
設
整
備
事
業
』な
ど
、新
た
な
行
政
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、新
庁
舎
の
建
設
や
、将
来
の
行
政
需
要
に
備
え
て
、基
金

へ
の
積
み
立
て
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
以
降
も
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
一
般
会
計
は
、５
年
連
続
の
黒
字
決
算

一
般
会
計
決
算

歳
入

一
般
会
計
決
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歳
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歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と
比

較
し
て
17
億
６
、３
４
４
万
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、市
税【
表
１
】に
お
い
て
、

市
民
税
、固
定
資
産
税
で
増
収
と
な
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、市
税
収
納
率
の
向
上
に
努
め
た

結
果
、市
税
全
体
で
は
５
、８
９
４
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、地
方
交
付
税
で
は
、普
通
交
付
税
に

お
い
て
５
、７
８
９
万
円
の
減
、特
別
交
付
税

に
お
い
て
１
、８
１
１
万
円
の
減
、合
わ
せ
て

７
、６
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
・
県
支
出
金
で
は
、障
害
者
自

立
支
援
事
業
負
担
金
の
増
加
や
、臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金
の
増
加
が
影

響
し
、４
億
４
、０
８
３
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

前
年
度
比　

７.２
％
増

２
６
３
億
４
、３
３
５
万
３
千
円

【表1】

市税と市税収納率（現年度分）の推移

※�平成19年度市税収入は、税源移譲により、所得譲与税4億
8,500万円が市税へ振替

〈市税の内訳〉
　市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税　注 1 66億5,547万8千円 0.9% 25.3%
地方譲与税等 9億5,954万1千円 10.0% 3.7%
地方交付税 70億9,970万2千円 ▲1.1% 27.0%
分担金及び負担金 2億6,203万9千円 ▲2.6% 1.0%
使用料及び手数料 6億7,019万1千円 ▲1.5% 2.5%
国庫 ･ 県支出金　 59億7,357万5千円 18.9% 22.6%
財産収入 3,572万0千円 1.6% 0.1%
繰越金 12億4,134万7千円 18.0% 4.7%
繰入金 100万0千円 ▲97.8% 0.0%
諸収入等 3億1,236万0千円 3.9% 1.2%
市債　　　 31億3,240万0千円 55.1% 11.9%
合計 263億4,335万3千円 7.2% 100.0%

注 1　市税は前年度より 5,894 万円の増収

一般会計決算額の推移
年　　度 実質収支 単年度収支

平成14年度 ▲8,805万5千円 ▲5,202万5千円
平成15年度 ▲3億8,083万7千円 ▲2億9,278万2千円
平成16年度 ▲9億2,264万2千円 ▲5億4,180万5千円
平成17年度 ▲9億4,541万6千円 ▲2,277万4千円
平成18年度 ▲9億6,066万1千円 ▲1,524万5千円
平成19年度 ▲8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 ▲7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 ▲5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円
平成23年度 8億0,678万8千円 6億0,862万1千円
平成24年度 10億2,115万2千円 2億1,436万4千円
平成25年度 12億2,762万9千円 2億0,647万7千円
平成26年度 13億3,193万8千円 1億0,430万9千円

※実質収支……平成22年度から5年連続の黒字決算
※単年度収支…平成19年度から8年連続の黒字決算
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平成２６年度の 決　算 をお知らせします
一
般
会
計
決
算

歳
出

一
般
会
計
決
算

歳
出

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

一般会計 291.4 266.2 239.9 218.8 198.5 180.6 169.6 155.0 145.1 137.6 127.5 122.8

臨時財政
対 策 債 24.9 35.6 43.6 50.0 55.2 59.3 66.1 77.0 84.4 91.8 99.0 104.5

合 計 316.3 301.8 283.5 268.8 253.7 239.9 235.7 232.0 229.5 229.4 226.5 227.3

※臨時財政対策債とは、普通交付税の代替措置であり、その元利償還金は、全額を後年
度の普通交付税で補てんされる。

区分 H23 H24 H25 H26

財政調整基金 2.2 4.2 7.2 9.2

庁舎整備基金 4.8 6.8 12.8 17.8

退職手当基金 0.0 1.0 2.0 2.0

ふるさと
大和高田応援基金 0.1 0.1 0.1 0.1

その他の基金 0.5 0.6 0.2 0.2

合計 7.6 12.7 22.3 29.3

注１　保健センター整備事業用地を土地開発公社から買い
戻す財源として、土地開発基金 4,400 万円を充当

人件費

歳出
249億2,771万1千円
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歳
出
に
つ
い
て
は
、前
年
度
決
算
額
と
比

較
し
て
15
億
８
、９
１
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、人
件
費
に
お
い
て
、退
職

手
当
を
除
く
職
員
の
実
質
の
人
件
費
で
、約

１
億
３
０
０
万
円
、扶
助
費
に
お
い
て
、障
害

者
自
立
支
援
事
業
費
の
増
加
と
、臨
時
的
な

措
置
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
臨
時
福
祉
給

付
金
事
業
が
影
響
し
、３
億
１
、２
６
６
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、普
通
建
設
事
業
で
は
、『
教
育
施

設
耐
震
補
強
事
業
』や『
本
郷
大
中
線
街
路

事
業
』な
ど
の
継
続
事
業
に
加
え
て
、『
雨
水

貯
留
施
設
整
備
事
業
』に
取
り
組
む
と
と

も
に
、平
成
28
年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

『
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
』の
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　

市
債
残
高
に
つ
い
て
は
、普
通
建
設
事
業

の
縮
減
に
伴
い
、市
債
の
発
行
を
抑
制
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、普
通
交
付
税
の
代
替
措
置

で
あ
る「
臨
時
財
政
対
策
債
」
を
除
く
市

債
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、平
成
26
年
度

末【
表
２
】で
、約
１
２
２
億
７
、７
０
０
万

円
と
な
り
、前
年
度
と
の
比
較
で
は
、約

４
億
７
、２
０
０
万
円
減
少
、平
成
15
年
度

末
と
の
比
較
で
は
約
１
６
８
億
６
、０
０
０
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◎
人
件
費
と
職
員
数
の
推
移

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、数
次
に
わ
た

る
行
財
政
改
革
や
、平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ

「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
平
成
22

年
～
平
成
24
年
）」に
よ
り
、管
理
職
早
期
退
職
者

制
度
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、地
域
手
当

や
管
理
職
手
当
の
削
減
、特
殊
勤
務
手
当
の
見
直

し
な
ど
を
実
施
し
、総
人
件
費
の
抑
制
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、平
成
15
年
度
と

平
成
26
年
度
を
比
較
す
る
と
、人
件
費
で
は
約

20
億
８
、０
０
０
万
円（
約
36
・０
％
）を
削
減
し
ま
し

た（
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
は
３
％
、

平
成
24
年
度
は
1.5
％
の
職
員
給
料
の
カ
ッ
ト
も
併
せ

て
行
い
ま
し
た
）。

　

ま
た
、職
員
数
で
も
、平
成
27
年
４
月
ま
で
の
12

年
間
で
１
８
８
人
減
員（
約
28
・０
％
）と
な
っ
て
い
ま

す（
一
般
会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）。【
表
４
】

２
４
９
億
２
、７
７
１
万
１
千
円

前
年
度
比　

６.８
％
増

【表２】　地方債現在高の状況 （単位：億円）

【表３】　基金残高の推移 （単位：億円）

【表４】　人件費と職員数（退職手当を除く）

歳出 決算額 前年度対比 構成比 
人件費 41億6,778万6千円 0.6% 16.7%
扶助費　注1 59億3,366万6千円 5.6% 23.8%
公債費　注2 33億5,388万9千円 26.7% 13.5%
普通建設事業費　注3 23億8,099万2千円 49.7% 9.5%
物件費 27億7,002万8千円 0.6% 11.1%
維持補修費　　　　 9,403万4千円 4.0% 0.4%
補助費等　注4 27億1,520万4千円 ▲0.8％ 10.9%
繰出金 28億0,474万3千円 2% 11.3%
積立金 7億0,736万9千円 ▲29.4％ 2.8%
合計 249億2,771万1千円 6.8% 100.0%
注1　扶助費は、前年度より�3億1,266万円の増
注2　市債の元利償還金である公債費は、実質額で�510万円の減
注3　普通建設事業費は、都市再生整備事業などで7億9,098万円の増
注4　市から他の地方公共団体や民間に対して、行政上の目的により交付される経費
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水
道
事
業
の
平
成
26
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、１
億
６
２
０
万
円
の

純
利
益
が
生
じ
、前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
72
万
円
と
、当
該
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
た
新
会
計
制
度
に
よ
る
、そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余
金

変
動
額
14
億
６
、７
４
０
万
円
を
合
わ
せ
た
当
年
度
未
処
分
利
益
剰

余
金
は
、15
億
７
、４
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、新
会
計
制

度
の
影
響
に
よ
ら
な
い
純
利
益
見
合
分
２
、６
０
０
万
円
を
、後
年
度
負

担
に
備
え
る
た
め
、建
設
改
良
積
立
金
へ
利
益
処
分
を
し
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、水
道
料
金
収
入
が
、配
水
量
減
少
の
影
響
に
よ

り
、前
年
度
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、費
用
面
に
お
い
て
、新

会
計
制
度
適
用
に
よ
り
、引
当
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、受
水
費
や
支

払
利
息
な
ど
が
減
少
し
た
た
め
、黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
で
は
、配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、３
億
３
、４
１
４
万
円

（
47
か
所
）の
給
配
水
管
工
事
を
行
い
ま
し
た
。　

　

な
お
、今
年
度
も
、水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、大
東
配
水
場
ポ
ン

プ
設
備
更
新
工
事
や
、災
害
時
に
備
え
た
水
道
庁
舎
の
耐
震
補
強
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
も
、さ
ら
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
、

経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

水道事業収益内訳　17億4,243万1千円

水道事業費用内訳　16億3,622万8千円

病院事業収益内訳　71億8,598万7千円

病院事業費用内訳　91億2,222万4千円

水道料金収入
16億0,340万8千円

その他営業収益
5,499万4千円

営業外収益
8,395万5千円

特別収益
7万4千円

配水費
9億3,602万1千円

給水費
8,775万2千円

総係費
2億2,841万7千円

減価償却費
2億4,251万0千円

営業外費用
5,192万0千円

その他
8,960万8千円

入院収益
41億9,763万7千円

外来収益
21億5,272万5千円

その他医業収益
4億1,365万1千円

医業外収益
3億7,812万9千円

その他
4,384万5千円

給与費
39億6,119万4千円

材料費
12億4,342万8千円

医業外費用
4億1,241万5千円

経費
10億1,312万6千円

減価償却費
4億5,833万9千円

特別損失
19億9,383万9千円

その他
3,988万3千円

特
別
会
計
決
算

　

病
院
事
業
の
平
成
26
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、約
19
億
３
、６ 

０
０
万
円
の
純
損
失
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、本
年

度
が
会
計
制
度
移
行
初
年
度
に
あ
た
り
、新
会
計
基
準
に
準
拠
し
た
会

計
処
理
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。特
に
、多
額
の
特
別
損
失
額

の
計
上
は
、引
当
金
の
義
務
化
に
よ
る
退
職
給
付
引
当
金
で
あ
り
、本

年
度
会
計
に
多
大
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、入
院
患
者
数
が
若
干
増
加
し
、病
院
事
業
収

益
全
体
で
は
、前
年
度
よ
り
１
億
６
、７
７
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、収
益
的
支
出
に
お
い
て
は
、消
費
税
率
の
上
昇
に
伴
う
医
業
外

費
用
の
増
加
、お
よ
び
新
会
計
基
準
に
よ
る
リ
ー
ス
資
産
の
計
上
義
務

に
伴
う
減
価
償
却
費
の
増
加
に
よ
り
、特
別
損
失
を
含
め
た
病
院
事
業

費
用
は
、前
年
度
よ
り
22
億
８
、３
７
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、待
望
の
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
で
、が
ん
治
療
に

必
要
不
可
欠
な
放
射
線
治
療
を
開
始
し
ま
す
。地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ

の
、よ
り
安
全・
安
心
で
高
度
な
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し
、安
定
し
た
病

院
経
営
に
努
め
ま
す
。

企
業
会
計
決
算
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

水　道　事　業

病　院　事　業

会計名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支

国民健康保険事業 85億6,560万8千円 80億8,786万5千円 4億7,774万3千円 270万2千円 4億7,504万1千円

国民健康保険天満診療所 1億5,111万3千円 1億2,687万6千円 2,423万7千円 0 2,423万7千円

住宅新築資金等貸付金 6,376万8千円 3億1,208万0千円 ▲2億4,831万2千円 0 ▲2億4,831万2千円

下水道事業 21億1,514万4千円 21億1,087万5千円 426万9千円 426万9千円 0

駐車場事業 2,013万0千円 3億3,757万9千円 ▲3億1,744万9千円 0 ▲3億1,744万9千円

介護保険事業 49億8,926万1千円 49億3,270万4千円 5,655万7千円 339万0千円 5,316万7千円

後期高齢者医療保険事業 6億5,632万4千円 6億5,413万4千円 219万0千円 131万9千円 87万1千円

合  　　　計 165億6,134万8千円 165億6,211万3千円 ▲76万5千円 1,168万0千円 ▲1,244万5千円
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市の「財政健全度」についてのお知らせ

○ 

都
市
再
生
整
備
事
業（
４
億
２
、０
０
０
万
円
）

　

 

平
成
28
年
４
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」の

建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

○ 

高
田
商
業
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業（
約
５
、１
０
０
万
円
）

　

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
６
面
）を
、ク
レ
ー
コ
ー
ト
か
ら
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
に
改

修
し
ま
し
た
。

○ 

保
育
施
設
耐
震
補
強
事
業（
３
、９
０
０
万
円
）

　

高
田
西
保
育
所
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
総
合
公
園
整
備
事
業（
約
２
、０
０
０
万
円
）

　

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
２
面
）を
、ク
レ
ー
コ
ー
ト
か
ら
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
に
改

修
し
ま
し
た
。

○
観
光
事
業（
２
、７
０
０
万
円
）

　

 「
未
来
は
元
気
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」の

開
催
や
、「
緑
の一
里
塚
」の
築
造

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
通
学
路
整
備
事
業

　
（
２
、９
０
０
万
円
）

　

 

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、標

識
の
取
替
や
、カ
ラ
ー
ラ
イ
ン
の
標

示
を
し
ま
し
た
。

○
教
育
施
設
耐
震
補
強
事
業（
８
億
８
０
０
万
円
）

　

 

Is
値
0.3
～
０・
45
未
満
の
高
田
中
、片
塩
中
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　「地方公共団体の健全化に関する法律」に基づき、財政破綻を未然に防ぐため、自治体の財政健全度を示す指標について
下記のとおりお知らせします。
健全化判断比率等の状況

市民交流センターの完成予想図

高田中学校耐震補強

未来は元気フェスティバル
高田商業高校テニスコート

◎
市
の
財
政
指
標
の
公
表

◎
主
な
事
業
内
容

（単位：％）

〔
財
政
課　

内
線
２
１
５
〕

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表
す
健
全
化
判
断
比
率

等
の
公
表
が
、法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
定
の
基

準
値
を
超
え
る
と
、財
政
が
危
機
的
な
状
態
で
あ
る「
早
期
健
全

化
団
体
」や「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
、国
・
県
の
指
導
の
も
と
に

財
政
再
建
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
は
、一
般
会

計
、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、病
院
事
業
会
計
の
収
支
の

好
転
や
、市
債
残
高
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、全
て
の
指
標
に
お
い
て
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
値
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
、将
来
を

見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

指標 Ｈ26年度 Ｈ25年度 Ｈ24年度 H26－25
増減　※1

早期健全化団体
基準値　※2

財政再生団体
基準値　※3 指標の内容

実質赤字比率 ▲7.57 ▲6.71 ▲5.38 ▲0.86 12.84 20.00 一般会計等の一年間の会計に占め
る赤字の割合

連結実質赤字比率 ▲26.33 ▲25.23 ▲21.67 ▲1.10 17.84 30.00 市のすべての会計を合算した一年
間の会計に占める赤字の割合

実質公債費比率 11.5 12.2 13.2 ▲0.7 25.0 35.0 一年間の収入に占める借入金（地
方債）の返済にかかる割合

将来負担比率 70.0 80.1 100.9 ▲10.1 350.0 － 借入金（地方債）や今後の負担の
見込み等の残高を表わす割合

資金不足比率
（病院事業会計） ▲21.8 ▲21.1 ▲14.2 ▲0.7 20.0 － 水道・病院・下水道会計の事業の

規模に対する資金不足額の割合

※１　増減の▲表示は、前年度より数値が好転したことを示します　※２　早期健全化団体基準値…この値を超えると「イエローカード」です
※３　財政再生団体基準値…この値を超えると「レッドカード」です
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高
田
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す

図
書
館
と
夢
咲
塾
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

９
月
26
日
㈯
、
天
満
保
育
所
で

行
わ
れ
た
運
動
会
に
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み
く
ち
ゃ

ん
」
が
、
参
加
し
ま
し
た
。
突
然

登
場
し
た
「
み
く
ち
ゃ
ん
」
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

み
ん
な
で
練
習
し
た
「
み
く

ち
ゃ
ん　

き
ゃ
っ
♡
」
の
ダ
ン
ス

や
玉
入
れ
を
一
緒
に
楽
し
み
、
賑

や
か
な
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
㈬
、
近
鉄
大
阪
阿
部

野
橋
駅
で
、「
大
和
高
田
号
」
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
両
編
成
の
車
両
の
外
側
全

面
に
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
し

ら
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
（
ア
ー

ト
ラ
イ
ナ
ー
）
が
、
平
成
28
年
４

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
、
近
鉄
南
大
阪

線
で
運
行
し
ま
す
。
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
く
ち
ゃ
ん
」

な
ど
が
描
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な

電
車
は
、
市
長
、
議
長
、
子
ど
も

た
ち
を
乗
せ
て
発
車
し
ま
し
た
。

「
み
く
ち
ゃ
ん
」と一緒
に
ダ
ン
シ
ン
グ
♪

「
大
和
高
田
号
」出
発
進
行
‼

　

10
月
14
日
㈬
、
市
立
図
書
館
と
、
大
和
高
田
市
ま
ち

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
夢
咲
塾
が
、
包
括
連
携

協
力
を
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
ま
ち
の
活
性
化
を
考
え
、

歴
史
・
文
化
・
産
業
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
図
書

館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
大
和
高
田
の
魅
力
再
発
見
シ
リ
ー
ズ

「
近
代
化
産
業
遺
産
と
近
代
建
築
群
の
展
示
」

▽
と
き　

11
月
25
日
（
水
）
ま
で

▽
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
内

▽�

展
示
内
容　

旧
・
大
和
紡
績
敷
地
の
一
部
で
発
掘
さ

れ
た
赤
レ
ン
ガ
や
写
真
の
展
示
な
ど

▽
主
催　

夢
咲
塾

（写真は、10月末まで開催した「なつかしの鉄道展」の様子です）
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9月27日
イベント「えいごであそぼう」に参加

9月28日
浮孔小学校、市立高田商業高等学校訪問

9月30日～10月1日　広島市で平和学習

10月2日　土庫弥勒寺、奈良東大寺訪問
　　　　　夜は「さよならパーティー」に出席

10月4日　ホストファミリーとお別れの挨拶

日
本
で
学
ん
だ
10
日
間

リ
ズ
モ
ー
市
派
遣
学
生
が
、大
和
高
田
市
へ

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
リ
ズ
モ
ー
市
の
ジ
ェ
ニ
ー
・
ド
ウ
ェ

ル
市
長
が
、
平
成
27
年
度
の
外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
外
務
大
臣
表
彰
は
、
日
本
と
他
の
国
の
友
好
促
進

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
個
人
や
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

２
０
０
８
年
に
市
長
に
当
選
し
た
ジ
ェ
ニ
ー
市
長
は
、

１
９
６
３
年
の
姉
妹
都
市
締
結
当
時
か
ら
続
く
両
市
間

の
友
情
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
の
姉
妹

都
市
締
結
50
周
年
記
念
事
業
や
、
日
々
の
手
紙
の
交
換
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
話
な
ど
、
親
密
な
友
情
関
係
を
保
つ

た
め
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ニ
ー
市
長
は
、「
リ
ズ
モ
ー
市
と
大
和
高
田
市
、

そ
し
て
日
豪
両
国
間
に
お
け
る
友
情
を
築
き
上
げ
、
交

流
が
続
い
て
い
く

中
で
、
私
や
リ
ズ

モ
ー
市
が
行
っ
て

き
た
こ
と
に
対
し

て
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
表
彰

を
受
け
た
こ
と
を

と
て
も
光
栄
に
思

い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
リ
ズ
モ
ー
市
か
ら

の
７
名
の
派
遣
学
生
と
引
率
者
１
名
が
、

９
月
25
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
、本
市
に

滞
在
し
ま
し
た
。両
市
の
学
生
の
相
互
派

遣
は
、姉
妹
都
市
交
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

１
９
８
５
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　

滞
在
中
は
、市
立
高
田
商
業
高
等
学
校

や
浮
孔
小
学
校
を
訪
問
、土
庫
弥
勒
寺
の

見
学
、広
島
市
で
の
平
和
学
習
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。10
月
２
日
の「
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
」で
は
、派
遣
学
生
の
テ
ィ
ワ
ナ
さ

ん
が
、ア
ボ
リ
ジ
ニ
ダ
ン
ス「
お
別
れ
の
踊

り
」を
、他
の
学
生
６
名
が
、詩
の
朗
読
を

披
露
し
ま
し
た
。10
月
４
日
は
、ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
見
送
ら
れ
、別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

ジ
ェ
ニ
ー
・
ド
ウ
ェ
ル　

リ
ズ
モ
ー
市
長
が
、

外
務
大
臣
表
彰
受
賞

高岡正人総領事から賞状を受け取るジェニー市長
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会
員
登
録
後
、自
分
が
で
き
る
仕
事
の
内

容
を
登
録
し
て
も
ら
い
ま
す
。一
般
家
庭
や

事
業
所
か
ら
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
仕

事
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、仕
事
内
容
に
応
じ
、登

録
者
へ
連
絡
を
し
ま
す
。仕
事
の
内
容・条

件・金
額
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、合
意

す
れ
ば
、仕
事
を
引
き
受
け
と
な
り
ま
す
。

一
般
家
庭
や
事
業
所
の
皆
さ
ん

仕
事
の
依
頼
を
待
っ
て
い
ま
す
！

　
「
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
欲
し
い
」な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
要
望
に
応
え
ま
す
。セ
ン
タ
ー
に
は
、

永
年
の
職
業
を
通
じ
て
、豊
か
な
経
験
と
能

力
を
持
って
い
る
高
齢
者
が
、多
数
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
ず
は
、シ
ル
バー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。仕
事
内
容・条
件
に
つ
い

て
話
し
合
い
、見
積
も
り
を
作
成
し
ま
す
。そ

の
後
、引
き
受
け
た
仕
事
を
責
任
を
も
っ
て

遂
行
し
ま
す
。

※
依
頼
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、非
常
に
混
み

合
って
い
る
も
の
も
あ
り
、希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

一
般
作
業
分
野

●
屋
内
外
の
清
掃

●
除
草
・
草
刈
り　

●
家
財
道
具
な
ど
の
整
理　

な
ど

サ
ー
ビ
ス
分
野

●
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス　

●
育
児
サ
ー
ビ
ス　

な
ど

技
能
分
野

●
ふ
す
ま
・
網
戸
・
障
子
張
り　

●
大
工
仕
事　

●
ペ
ン
キ
塗
り　

●
植
木
の
手
入
れ　

な
ど

事
務
分
野

●
パ
ソ
コ
ン
入
力　

●
一
般
・
経
理
事
務

●
筆
耕
・
宛
名
書
き　

な
ど

管
理
分
野

●
施
設
管
理　

●
駐
車（
輪
）場
の
管
理　

●
受
付　

●
商
品
管
理　

な
ど

折
衝
・
外
交
分
野

●
広
報
な
ど
の
配
布　

●
検
針

●
販
売
員
・
店
番　

な
ど

元
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん

一
緒
に
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、就
業
を
希
望

す
る
高
齢
者
を
、幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
経
験
や
技
能
を
活
か
し
た
い
人
、

退
職
を
し
た
け
ど
、健
康
で
元
気
な
人
。

　

少
し
の
時
間
で
も
外
に
出
て
、い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
い
、日
ご
ろ
の
生
活
を
変
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

い
ろ
ん
な
仕
事
　引
き
受
け
ま
す
！

　「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」は
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
、就
業

の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。臨
時
的・短
期
間
な
就
業
を
通
じ
て
、生
き
が
い
や

健
康
の
増
進
を
図
り
、活
力
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

公
益
社
団
法
人
　大
和
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽�

所
在
地　

総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
）（
池
田
４
１
８
・
１
）

▽�

開
設
日　

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

※
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
。

▽
問
合
せ
先　

☎
52
・
０
１
１
５

▽�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://webc.sjc.
ne.jp/yamatotakada/
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◎女性の暴力に関する相談窓口�※相談無料・秘密厳守　まずは電話で相談してください。
相談機関・窓口 電 話 番 号 相　談　日　時
市人権施策課
男女共同参画推進係

☎22-1101
（内線 287）

月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　
※祝日、年末年始を除く

奈良県高田こども
家庭相談センター ☎22-6079 ◆電話相談・面接相談

月～金曜日　午前 9 時～午後 4 時　※祝日、年末年始を除く

奈良県中央こども
家庭相談センター ☎0742-22-4083

◆電話相談　午前 9 時～午後 8 時
◆面接相談　午前 9 時～午後 4 時
月～金曜日　※祝日、年末年始を除く

奈良県女性センター ☎0742-22-1240

◆電話相談・面接相談（予約制）
・火～金曜日：午前 9 時 30 分～午後 6 時
・土曜日：午前 9 時 30 分～午後 8 時
・日曜日・祝日：午前 9 時 30 分～午後 5 時
※月曜日が祝日の場合の直後の平日、年末年始を除く

◎緊急時は、110番通報してください。　　　　　　　　　　　　〔人権施策課男女共同参画推進係　内線287〕

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

女性に対する
暴力防止
パープルリボン運動

11
月
12
日
～
25
日

　

11
月
25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」で
す
。そ
の
日

に
ち
な
み
、我
が
国
で
も
、11
月
12

日
～
25
日
の
間
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、女
性
に
対
す
る
暴

力
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ

さ
い
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

実
施
要
領
と
申
込
用
紙
は
、奈
良
県
広

域
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

www.naraksk119.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

市
立
看
護
専
門
学
校

平
成
28
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
人
員　

30
名
（
推
薦
含
む
）

▽
修
業
年
限　

３
年

▽
受
験
資
格　

● 
一
般
入
試
…
⑴
高
等
学
校
卒
業
者
⑵
平

成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
⑶
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人
、
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

● 

社
会
人
入
試
…
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
満
23
歳
以
上
の
人
で
、
⑴
高
等
学
校

卒
業
者
、
ま
た
は
、
⑵
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
の
あ
る
人

▽ 

受
験
料　

２
０
、０
０
０
円
（
指
定
の

受
験
料
納
付
書
で
、
銀
行
振
込
）

▽ 

願
書
受
付
期
間　

�

12
月
15
日
㈫
～
24
日
㈭�

【
必
着
】

▽ 

試
験
日　

平
成
28
年
１
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
立
看
護
専
門
学
校

※�

出
願
書
類
・
手
続
き
、試
験
科
目
な
ど
、

詳
し
く
は
市
立
看
護
専
門
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.ym-hp.

yamatotakada.nara.jp/gakko/

）、
ま

た
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
立
看
護
専
門
学
校  

☎
53
・
２
９
０
１
〕

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
～
15
日

　

右
記
の
期
間
、全
国
一
斉
に
秋
季
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。火
災
予
防

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、広
報
活

動
や
消
防
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
募
集
し

た
、児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

▽
と
き　

11
月
６
日
㈮
～
16
日
㈪

▽ 

と
こ
ろ　

オ
ー
ク
タ
ウ
ン
大
和
高
田�

く
ら
し
館
６
階
催
事
場

◎
消
防
フ
ェ
ス
タ

▽ 

と
き　

11
月
15
日
㈰�

午
前
10
時
～
午

後
３
時

▽ 

と
こ
ろ　

県
産
業
会
館�

北
側
駐
車
場

（
幸
町
２
・
33
）　

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

応
急
手
当
普
及
員
講
習

　

応
急
手
当
普
及
員
と
は
、自
身
が
所
属

す
る
事
業
所
の
従
業
員
や
防
災
組
織
な
ど

の
構
成
員
を
対
象
に
、消
防
機
関
と
連
携

し
て
、救
命
講
習
の
指
導
を
実
施
で
き
る

人
の
こ
と
で
す
。

▽ 

と
き　

平
成
28
年
１
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽ 

と
こ
ろ　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

▽
申
込
期
間　

12
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪

▽ 

申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
持
っ
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市
町
村
と
県
と
の

不
動
産
合
同
公
売

　

地
方
税
を
徴
収
す
る
最

終
的
な
手
段
と
し
て
、

差
押
財
産
を
換
価
す
る
た

め
、
市
町
村
と
県
が
合
同

で
、
不
動
産
の
公
売
を
実

施
し
ま
す
。

合
同
公
売
の
日
程

▽
と
き　

11
月
９
日
㈪

・ 

公
売
保
証
金
の
受
付
…

午
前
10
時
～
10
時
30
分

・ 

入
札
期
間
…
午
前
10
時

40
分
～
11
時

・
開
札
時
間
…
午
前
11
時

▽��

と
こ
ろ　

橿
原
市
総
合

庁
舎
内　

1
階
１
０
１

会
議
室
（
旧
耳
成
高
校

跡
）

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま
た
は

収
納
対
策
室
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
収
納
対
策
室

　
内
線
２
３
３
〕

売却区分番号 地名 地番 地目 地積 見積価格 公売保証金
大和高田市-1 大東町 1210番6 宅地 99.17㎡ 2,414,000円 242,000円
大和高田市-2 土庫1丁目 634番・635番合併1 宅地 214.61㎡ 3,284,000円 329,000円

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
ら

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
が

で
き
ま
す

イ

ン

ー

マ

ナ

バ

●�

本
人
確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

●�

通
知
カ
ー
ド

●
交
付
通
知
書

●
住
基
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

⬇

③�

本
人
確
認
の
う
え
、
暗
証
番
号
を
設
定

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
交
付
し

ま
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」
と
「
住
基
カ
ー

ド
」
と
の
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
。

※
原
則
、
本
人
へ
の
手
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　
　
市
民
課
で
申
請
す
る
方
法

①�
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
と
も
に
送
ら
れ
て

く
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」

と
次
の
も
の
を
持
っ
て
、
市
役
所
市
民

課
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

●�

本
人
確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

●
通
知
カ
ー
ド

●
顔
写
真

●
住
基
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

「
通
知
カ
ー
ド
」と「
住
基
カ
ー
ド
」は
、

回
収
し
ま
す
。

⬇

②�

平
成
28
年
1
月
以
降
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
を
、
本
人
限
定
受
取
郵
便
な
ど
で

送
り
ま
す
。

※�

初
回
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

紛
失
な
ど
に
よ
る
再
発
行
に
は
、
手
数

料
１
、０
０
０
円
（
電
子
証
明
書
な
ど

の
機
能
が
な
い
場
合
は
８
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。

※�

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、「
通
知
カ
ー

ド
」
に
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
て

く
だ
さ
い
。

◎
通
知
カ
ー
ド
は
大
切
に

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
取
得
や
、
住
所
変
更
手
続
き
な
ど

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
っ
た
日
以

降
、
市
民
課
窓
口
へ
住
所
変
更
や
戸
籍

の
届
出
に
来
る
と
き
は
、「
通
知
カ
ー

ド
」
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

※�

初
回
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

紛
失
な
ど
に
よ
る
再
発
行
に
は
、
手
数

料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◎�

平
成
27
年
10
月
５
日
以
降
に
、
本
市
へ

転
入
し
た
人
へ

　

10
月
5
日
以
降
に
転
入
し
た
人
に
は
、

本
市
で
の
新
し
い
住
民
票
の
あ
る
住
所
地

に
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
送
り
ま
す
。
な
お
、

送
付
時
期
（
本
市
の
場
合
、
11
月
17
日
～

27
日
ご
ろ
）
が
通
常
よ
り
遅
れ
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
課　
内
線
５
２
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０・０
７
８・０
３
９
〕

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
お
知

ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
11
月
17

日
㈫
か
ら
27
日
㈮
ご
ろ
、
各
世
帯
に
届
く

予
定
で
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」が
届
い
た
ら
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
手
続
き
が

で
き
る
の
で
、
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
申
請
書
を
郵
送
す
る
方
法

①�

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
と
も
に
送
ら
れ
て

く
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」

に
顔
写
真
を
添
え
て
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利

用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
も
で
き
ま
す
。
交

付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
請
用

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

⬇

②�

平
成
28
年
1
月
以
降
、「
交
付
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
次
の
も
の
を
持
っ

て
、
市
役
所
市
民
課
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
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親
子
で
楽
し
く
お
買
い
物
。
い

ろ
い
ろ
な
お
店
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Colleen（コリーン）さん
は、派遣学生からの信頼が
厚く、長く友情が続いて
います。As we appreciate the changing of the seasons from winter to spring Ric and I have 

been enjoying lunch and cup of teas or coffee on our back deck admiring the beautiful 
views we have looking out to the mountains. Along the mountain range there is a 
shape which we have always called the "Lions Head" actually it looks like a lion lying down. It is quite a landmark.Sunday the 13th September we drove to the other side of this range and the "Lions Head" looks exactly the same but closer to the road. As a child I lived just under this "Lions Head" at Kunghur which is near Mount Warning a very famous landmark in this area. The drive took us through NImbin along the Murwillumbah Road, it took us about 45 minutes by car.I hope you can enjoy the views from the photos. We had a family party with all our four children and the grandchildren attending to 

celebrate our granddaughter's 4th birthday at a lovely picnic area surrounding the 　
Clarrie Hall Dam which is Murwillumbah's water supply.It was a glorious spring day.

冬から春への季節の移り変わりを楽しむべく、リックと私は家の裏側にあるデッキで、美しい山々の景色を眺めながら、昼食やコーヒーをとっています。その山脈の形が寝そべっているライオンに見えることから、私たちはそれを「ライオンヘッド」と呼んでいます。まさに一つの名所です。9月13日の日曜日、私たちは山脈の逆側まで車を走らせました。そこでは、家からと比べて、より近くにライオンヘッドを見ることができました。私が子どものとき、カングハーという場所に住んでいました。カングハーは、ライオ
ンヘッドの真下に位置し、この辺りで最も有名な名所であるマウント・ワーニングの近くにあります。車で
ニンビンを通り、マーウィランバ道を走ること約45分で到着しました。皆さんにも、写真でその景色を楽しんでもらえると嬉しいです。この日は、マーウィランバの給水所であるクラリー・ホール・ダム周辺にあるピクニックができる場所で、4
人の子どもとその孫たちと、孫娘の4歳の誕生日をお祝いするパーティーを開きました。とても楽しい春の一日でした。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

　（英文は、原文のとおりです）

▲ライオンヘッド

▲マウント・ワーニング
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相
談
事
例

　
大
手
電
話
会
社
の
系
列
会
社

と
名
乗
り
、「
今
、
切
り
替
え
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
な
の
で
、
光
回

線
の
利
用
料
が
安
く
な
る
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。
契
約
会
社
の
系

列
で
あ
る
と
信
じ
、
安
く
な
る
の

な
ら
、
と
思
い
契
約
し
た
が
、
後

日
、
届
い
た
書
類
を
見
る
と
、
勧

誘
さ
れ
た
と
き
に
は
説
明
さ
れ

て
い
な
い
契
約
内
容
に
気
づ
き
、

疑
問
を
感
じ
た
。
勧
誘
し
た
会

社
名
や
担
当
者
名
も
わ
か
ら
ず
、

契
約
内
容
に
つ
い
て
も
信
用
で
き

な
い
の
で
、
解
約
し
た
い
。

（
50
歳
代
男
性
）

　

大
手
電
話
会
社
が
、
平
成
27

年
2
月
か
ら
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

「
卸
売
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

「
卸
売
」
の
提
供
を
受
け
て
、
自

社
で
光
回
線
を
持
た
な
い
電
気
通

信
事
業
者
に
よ
る
光
回
線
や
光
電

話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
、
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
の
工

事
な
ど
を
伴
う
光
サ
ー
ビ
ス
へ
の

変
更
と
は
異
な
り
、「
転
用
」
と

い
う
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
可
能

と
な
り
ま
す
。
転
用
と
は
、
利
用

者
が
「
お
客
様
I
D
」
や
「
光

電
話
番
号
」
を
変
更
す
る
こ
と
な

く
、
契
約
先
が
光
卸
売
提
供
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
わ
る
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、今
ま
で
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
っ
た
り
、

利
用
し
て
い
た
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
契

約
内
容
に
よ
って
は
、
以
前
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
か
ら
、
契
約
解
除
料
が
請

求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
事
業
者
か
ら
の
説
明
が
十
分
で

な
く
、
利
用
者
が
十
分
に
理
解
し

な
い
ま
ま
手
続
き
が
完
了
し
、
意

図
し
な
い
結
果
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

も
、
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
光

サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
勧
誘
を
受

け
た
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
十
分

注
意
し
、
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ

う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種

　

当
院
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
い
ま
す
。

◇
接
種
日・時
間

・�

11
月
２
日
㈪
か
ら
12
月
22
日
㈫

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日

・�

時
間
は
、そ
れ
ぞ
れ
午
後
２
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で

◇
接
種
予
約

　

当
院
の
総
合
案
内
受
付
で
、事

前
に
接
種
希
望
日
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

　

妊
婦
さ
ん
、高
齢
者
の
皆
さ
ん

も
、こ
の
機
会
を
利
用
し
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
つ

い
て
は
、当
院
小
児
科
に
来
て
く
だ

さ
い
。

◇
接
種
費
用
の
負
担

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、医
療
保
険

の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
己

負
担
の
接
種
代
金
４
、０
０
０
円
が

必
要
で
す
。

◇
ワ
ク
チ
ン
の
組
成

　

昨
年
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
組
成

は
、Ａ
型
株
が
２
株
、Ｂ
型
株
が
１

株
含
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。今
年

の
ワ
ク
チ
ン
の
組
成
は
、Ａ
型
株
が

２
株
、Ｂ
型
株
も
２
株
含
ん
だ
も
の

で
、昨
年
よ
り
も
予
防
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

◇
接
種
前
に
気
を
つ
け
る
こ
と

　

来
院
後
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前

に
、体
調
が
普
段
と
変
わ
ら
な
い
か

ど
う
か
、当
院
医
師
が
尋
ね
ま
す
。

接
種
直
前
の
体
温
が
、37・５
℃
以

上
で
あ
っ
た
り
、熱
の
出
る
病
気
か

ら
回
復
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
、こ
れ
か
ら
身
体
の
具
合
が

悪
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
の
場
合
に

は
、別
の
日
に
予
約
を
取
り
直
し
て

も
ら
う
よ
う
に
、お
す
す
め
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◇
接
種
後
に
気
を
つ
け
る
こ
と

　

ご
く
ま
れ
な
こ
と
で
す
が
、接

種
後
に
血
圧
が
下
が
っ
た
り
、蕁じ
ん
麻ま

疹し
ん
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。接
種
し
て
か
ら
30
分
間
は
、病

院
の
中
で
過
ご
し
、気
分
が
悪
く

な
っ
た
り
、身
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

が
か
ゆ
く
な
っ
た
り
し
な
い
か
ど

う
か
、気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。身

体
の
変
化
に
気
付
い
た
場
合
は
、

院
内
の
医
師・看
護
師
に
、遠
慮
な

く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
当
日
の
入
浴
は
可
能
で
す

が
、大
量
の
飲
酒
や
激
し
い
運
動

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
後
、針
を
刺
し
た
部
位
周

辺
に
鈍
い
痛
み
が
残
っ
た
り
、少

し
腫
れ
ぼ
っ
た
く
な
っ
た
り
、赤
く

な
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、接
種

後
３
日
も
経
過
す
る
こ
ろ
に
は
治

ま
っ
て
き
ま
す
。接
種
部
位
の
変
化

が
、日
を
追
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
い

れ
ば
、心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
臨
床
検
査
科
部
長　
山
下
慶
三
〕

光回線サービス
乗り換えの
電話勧誘に
ご注意！！
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マイナンバー詐欺
教えて！
最新情報

早速だが、マイナンバー制度に便乗した不審な電
話があるみたいじゃ。
相変わらず、何でも話題のフレーズを利用しま
すね・・・�
行政機関を名乗り、「マイナンバー制度が始まる
ので、口座番号を教えて欲しい」とか「個人情報を
調査中です」とか、言ってくるみたいだ。
冷静に考えればわかることなのですが、焦った
り、その言葉で不安になったりすると危ないで
すね。特に高齢者は・・・
悪質な業者は、テレビ・新聞でよく見るワードを
使ってくるから、注意することじゃ。
不審な電話があったら、すぐに電話を切り、来訪
があっても断りましょう。何度も言いますが、市
役所などが、直接電話をすることは、絶対ない
ですよ。

　
２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北

地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
津

波
に
よ
っ
て
、多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

津
波
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
、そ
の
年
の
６
月
に

「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」が
制
定
さ
れ
、毎
年
11
月
５

日
が「
津
波
防
災
の
日
」と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。日
本
各
地
で
は
、毎

年
11
月
５
日
に
、津
波
防
災
の
啓

発
に
向
け
た
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
で
は
、ど
う
し
て
11
月
５
日
が

「
津
波
防
災
の
日
」な
の
で
し
ょ

う
か
。１
８
５
４（
安
政
元
）年
11

月
５
日
、安
政
南
海
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。大
津
波
が
、紀
伊
国

広
村（
現・和
歌
山
県
広
川
町
）を

襲
っ
た
の
で
す
。濱は
ま

口ぐ
ち

梧ご

陵り
ょ
うさ
ん

は
、収
穫
し
た
ば
か
り
の
大
切
な

稲
わ
ら
に
火
を
つ
け
て
、暗
闇
の

中
で
逃
げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を

高
台
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ

を
も
と
に
作
ら
れ
た「
稲
む
ら
の

火
」と
い
う
物
語
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
人
々
の
命
を
救
っ
た
濱
口

梧
陵
さ
ん
の
適
切
な
判
断
と
、そ

の
後
に
起
こ
り
う
る
津
波
に
対
す

る
備
え
は
、現
在
に
お
い
て
も
見

習
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、こ
の
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
に
面
し
て
い
な
い
地
域
に
住

む
私
た
ち
に
と
っ
て
、津
波
被
害

を
無
縁
の
も
の
と
捉
え
が
ち
で
す

が
、海
沿
い
に
旅
行
や
行
楽
に
出

か
け
た
り
、転
居
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
震
に
対
す
る
備
え
や
適
切
な

避
難
行
動
だ
け
で
な
く
、津
波
に

対
す
る
意
識
の
向
上
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、９

月
10
日・11
日
の
記
録
的
大
雨
に

よ
る
茨
城
県
鬼
怒
川
、宮
城
県
渋

井
川
の
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
甚
大

な
被
害
に
関
し
て
も
、決
し
て
他

人
事
だ
と
考
え
ず
に
、あ
ら
ゆ
る

自
然
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

本
市
で
は
、市
民
が
参
加
で
き

る
総
合
防
災
訓
練
や
、自
治
会
主

催
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。訓
練
を
通
し
て
、い
ざ
と
い

う
と
き
の
対
処
方
法
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。自
然
災
害
に
対
す
る
重

要
な
備
え
と
は
、防
災
意
識
を
持

つ
こ
と
と
、日
ご
ろ
か
ら
近
所
や

地
域
で
声
を
か
け
合
い
、助
け
合

え
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

● 市消費生活センター ▽相談日時　月～金曜日 午前10時～午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎1階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

11
月
５
日
は
、「
津
波
防
災
の
日
」
で
す

152

消
費
者
への
ア
ド
バ
イ
ス

⑴�

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
変
更
に

な
り
ま
す
。

⑵�

今
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
契
約
解
除

の
申
し
込
み
が
必
要
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
通

常
は
、
契
約
解
除
料
が
発
生
し

ま
す
。

⑶�

サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
に
よ
り
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑷�

サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え
が
完
了

す
る
と
、「
前
の
事
業
者
の
サ
ー

ビ
ス
に
戻
り
た
い
」「
別
の
事

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
が
い
い
」
な

ど
と
な
っ
た
場
合
、
契
約
解
除

料
が
発
生
し
た
り
、
電
話
番

号
が
変
わ
っ
た
り
、
工
事
が
発

生
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※�

こ
の
記
事
は
、
総
務
省
や
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
の
報
道
資
料
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
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◦「
稲
と
日
本
人
」

甲
斐
信
枝 

作
／
福
音
館
書
店

◦「
な
か
よ
く
な
れ
た
ね
」

森
山
京 

作
／
文
溪
堂

◦「
家
出
し
ち
ゃ
っ
た

　
　
（
わ
く
わ
く
え
ど
う
わ
）」

藤
田
千
津 

作
／
文
研
出
版

◦「
み
て
！
」

高
畠
那
生 

作
／
絵
本
館

◦「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
の
す
て
き
な
ぱ
ん
つ
」

ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ 

作
／
ア
リ
ス
館

◦「
地
下
を
ゆ
く　

足
下
に
広
が
る
驚
愕

の
世
界
を
巡
る
！！
」

　
　
　

イ
カ
ロ
ス
出
版

　
　

地
下
街
や
地
下
鉄
な
ど
、生
活
に
密
着

し
た
施
設
以
外
に
も
、地
面
の
下
に
は
驚

き
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。 

書
庫
や

研
究
施
設
、鉱
山
、洞
窟
な
ど
、“
異
空
間
”

に
つ
い
て
あ

ら
ゆ
る
角
度

か
ら
取
り
上

げ
る
。

◦「
こ
ぎ
つ
ね
ボ
ッ
ク
」　

い
ま
む
ら
あ
し
こ 

作
／
文
研
出
版

　　
　

森
の
奥
で
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
す
ん

で
い
る
こ
ぎ
つ
ね
の
ボ
ッ
ク
。ま
だ
小
さ

い
の
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

ボ
ッ
ク
は
、悲
し
く
な
っ
て
家
出
す
る
。

　

家
族
み
ん

な
で
ボ
ッ
ク

を
探
し
に
行

く
が
…
。

◦「
け
も
の
道
の
歩
き
方

　
　
　

猟
師
が
見
つ
め
る
日
本
の
自
然
」

千
松
信
也 

著
／
リ
ト
ル
モ
ア

◦「
猿
を
描
く

　
　
　

水
墨
画
年
賀
状（
水
墨
画
塾
）」

水
墨
画
塾
編
集
部 

編
／
誠
文
堂
新
光
社

◦「
綺
良
の
さ
く
ら
」

今
井
絵
美
子 
著
／
角
川
春
樹
事
務
所

◦「
老
骨
の
悠
々
閑
々
」

半
藤
一
利 
著
／
ポ
プ
ラ
社

◦「
ル
パ
ン
の
娘
」

横
関
大 

著
／
講
談
社

◆人気図書寄贈のお願い
　図書館では、予約が集中して多くの人が
順番待ちをしている本について、皆さんか
らの寄贈をお願いしています。
　読み終わって不要になった本などを寄
贈していただける人は、図書館へ来られる
際に、カウンターに持ってきてください。
現在予約が集中している本
◦火花� 又吉直樹�著／文藝春秋
◦意次ノ妄　（居眠り磐音江戸双紙　49）
	 佐伯泰英�著／双葉社
◦リバース�湊かなえ�著／講談社

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎おはなし会
かい

▷とき　11月
がつ
14日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「かちかちやま」
●えほん　　「むしたちのうんどうかい」
◎えほんとわらべうたの時

じかん
間〈きらら〉

▷とき　11月
がつ
28日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「だいこんとにんじんとごぼう」
●えほん　　「こんこんこんなかお」
　ほかにもたのしいおはなしや、てあそびが
あります。

11 月のおはなし会 催しのご案内

■夕やみビブリオバトル　～書評合戦in大和高田～
▷	テーマ　「たべもの」　※小説に限らず、雑誌や漫画など、どんな本
でも可（当日、本を持ってきてください）
▷とき　11月20日㈮　午後5時30分～ 6時30分
▷ところ　市立図書館　２階プレイルーム
▷対象　中学生以上
▷募集　発表者5名　観覧者20名
▷費用　無料
▷	申込方法　11月１日㈰～ 15日㈰の期間中に、図書館カウンター、電
話、FAXで受付（FAXの場合は「発表・観覧どちらか、名前、連絡先」
を書いてください）

■ぬいぐるみ	お泊まり会
　あなたの大切なぬいぐるみを、図書館でお泊まりさせませんか？
▷とき　11月21日㈯～ 22日㈰
▷ところ　市立図書館
▷ぬいぐるみの集合時間　11月21日㈯　午後3時～ 5時
▷ぬいぐるみのおむかえ時間　11月22日㈰　午前10時30分
　※10時30分から、ぬいぐるみと一緒のおはなし会があります。
▷対象　4才以上　
▷	定員　ぬいぐるみと、その持ち主20組（応募多数の場合、参加できな
い人には連絡します）
▷費用　無料
▷	申込方法　11月1日㈰～ 15日㈰の期間中、図書館カウンター�、電
話、FAXで受付（FAXの場合は「イベント名・名前・連絡先」を書いて
ください）

13



広がるネット社会、幼児がスマホを使う時代！②

一．広
が
る
ネ
ッ
ト
社
会

　

十
数
年
前
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、世
の
中

の
大
き
な
変
化
に
気
が
付
き
ま
す
。固
定
電
話

や
Ｆａｘ
の
利
用
が
減
って
、携
帯
電
話
や
電
子

メ
ー
ル
の
利
用
が
激
増
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン（
以
下
ス
マ
ホ
）や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
売

上
げ
は
、パ
ソ
コ
ン
の
売
上
げ
を
上
ま
わ
り
、新

聞
の
購
読
契
約
者
数
も
、ス
マ
ホ
や
電
子
新
聞

な
ど
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
で
減
っ
て
い
ま

す
。

○
通
信
環
境（
イ
ン
フ
ラ
）

　
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
で
き
て
い
な
か
っ
た
時
代

は
、都
市
部
と
山
間
部
と
の
間
に
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド（
情
報
格
差
）が
生
じ
て
、大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。今
で
は
、イ
ン
フ
ラ
も
整

備
さ
れ
、市
民
は
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ

と
で
も
、通
信
が
で
き
る
環
境
が
整
い
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
は
、私
た
ち
の
生
活

や
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
道
具
と
な
り
ま
し
た
。

○
通
信
メ
デ
ィ
ア

　

急
速
な
普
及
は
、情
報
伝
達
の
あ
り
方
を

大
き
く
変
え
て
い
ま
す
。交
流
サ
イ
ト
が
重
要

な
ビ
ジ
ネ
ス
手
段
に
な
り
、新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
活
動
的
な
通
信
手
段（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）が
、

世
界
中
で
爆
発
的
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及

　
学
校
教
育
に
お
い
て
、文
科
省
が
推
進
し
て

い
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し

た
教
育
」は
、学
校
教
育
の
質
を
高
め
る
上
で

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。教
育
界
は
、「
英
語
教

育
の
強
化
」と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
」に
よ
っ

て
、授
業
革
新
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。自

治
体
で
は
、モ
デ
ル
校
を
設
け
て
、積
極
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研
究・

研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
．新
し
い
情
報
格
差
の
広
が
り

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、一方
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
負
の
側
面
も
出
て
き

て
い
ま
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
全
国
に
広
が
る

に
つ
れ
、地
域
間
、世
代
間
、家
庭
環
境
の
違
い

に
よ
る
情
報
の
格
差
は
、見
逃
せ
な
い
課
題
に

な
って
い
ま
す
。

○
情
報
の
格
差
の
広
が
り

　
近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
元
気
な
高
齢
者

が
増
え
て
は
き
ま
し
た
が
、一方
で
、無
縁
の
人

も
い
ま
す
。学
校
教
育
に
お
い
て
も
、教
員
の

負
担
が
多
く
な
り
、学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

や
教
員
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
差
な
ど
、

地
域
や
学
校
間
に
お
け
る
相
当
の
格
差
が
見

ら
れ
ま
す
。

○
ス
マ
ホ・携
帯
電
話
の
正
し
い
使
い
方

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
学
び
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
負
の

側
面
」に
対
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　
「
人
と
の
付
合
い
方
が
変
わ
る
」「
情
報
モ
ラ

ル
の
欠
如
に
よ
る
危
険
性
」な
ど
に
つ
い
て
、家

庭
を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。中
学
生
に
も
な
る
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ

よ
い
生
徒
も
で
て
き
て
、学
校
で
は
手
に
負
え

な
い
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
学
校
で
は
、十
分
な
情
報
モ
ラ
ル
の
教
育
が

必
要
で
す
。

三
．地
域
の
教
育
力

　
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、こ
れ
ら
の
情
報

の
格
差
を
解
消
し
て
、情
報
や
感
情
を
共
有

し
、世
代
間
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。

○
市
民
や
地
域
活
動
団
体

　

情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
や
、学
校・地

域・家
庭
の
連
携
協
力
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
高
め
、教
員
が
よ
り
教

育
活
動
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
教
育
の
質
を
高
め
、地
域
の
教
育
力
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
世
代
間
の
交
流
と
共
助
社
会

　
地
域
住
民
が
、多
様
な
体
験
、経
験
を
若
い

世
代
に
伝
え
る
交
流
の
場
を
作
り
、地
域
の
人

材
が
参
画
し
て
、地
域
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。学
校・地
域・家
庭
が
協

力
し
て
、地
域
の
教
育
力
を
高
め
、そ
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
共
助
社
会
を
作
り
、地
域
を

元
気
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◎
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
啓
発
講
座

▽
と
き　
平
成
28
年
3
月
ま
で

◎
高
田
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
と
き　
平
成
27
年
10
月
14
日
か
ら

　
月
２
回
、
全
12
回
（
隔
週
水
曜
日
開
催
）

▽
と
こ
ろ　
中
和
労
働
会
館
（
西
町
１
・
60
）

※�

平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・36・８
５
２
０
〕
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